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現状における
問題点、課題

目　　　標
目標達成に向けた

具体的な取組み内容
目標達成に
要する期間

1 28
ご家族の意向に連動する課題や目標の設定と
具体的なサービス内容の明記にかけている。

ご家族やどの職員が見ても、提供するサービス
内容が理解できるようなサービス内容となる。

・課題と目標内容の見直し。
・サービス内容は誰がいつ、どのように提供する
のかなどさらに明記し直す。

一年

3
8
・
14

権利擁護の内容や制度の理解が必要。人権
教育・啓発活動の関する学習が不足している。

外部研修、内部研修の実施。
全体研修を行い、職員が理解しやすい研修内
容で人権教育・啓発活動に参加する。

・外部研修への参加から内部研修を行い、職員
全員で人権教育・啓発活動を学習する。
・全体研修で権利擁護や人権教育につながる議
題を提案する。

一年

2 37
自然災害、コロナ感染症等への事業継続計画
の作成

事業所にそくした自然災害、感染症発生時の事
業継続計画を作成する。

・コロナクラスター発生の振り返り。
・会社の関連他事業所との連携による計画作成
と協力体制の構築。
・地域社会資源の再確認と活用。
・感染症BCPを活かし、自然災害時への事業継
続計画作成。

一年

２、目　標　達　成　計　画

事業所名　　　グループホームえん
作　成　日　　令和 　４年　１１月　３０日


